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55

と

の

関
係
を
め

っ
て 

『

』
か
ら
の

 

宇

事
い
で
き
て
の

に
、

に
つ
か
は
し
け
る 

 

も
と

し
の
み
こ 

わ

れ
ば
今
は
た
お
な
じ
な
に
は
な
る

を
つ
く
し
て
も
あ
は
ん
と

思

 

『
後

』

五
・
九
六
〇
に

る
こ
の

は

の
代

作
で
あ
り
、

『

人
一

』
に
も

さ
れ
て
い
る
。
こ
の

に

っ
て

と

の

が

さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の

の
実

は

と
し
て
い
る
。

（

）

は
、

〈

子
内

と

し
た

〉
と

〈

が

子

を

と
し
て
い
た
時

〉
の
内
、

の
時

で
の

が
虚

で
、

の
時

で
の

が
事
実
だ
と

し
て
い
る
。
『

』
に
お
い
て
、

が

な

在
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
間

い
な
い
と
思

う
。
本
稿
で
は
、
ま
ず

の
人
物
考
証
を
行
い
、
そ
し
て
『

』
を
主
な
手

り
と
し
て

と
の

関
係
の

実
を

し
、
『

』
の

意

と
の
関

性
を
考

し
た
い
と
考
え
る
。

 

原

子
は

原
時
平
の

で
あ
る
。
時
平
に
は
全
部
で
五
人
の

が
い
て
、
そ
れ

れ

明

・
宇
多

・
実

・

実

・

明

に

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
五
人
の

を

に

し
た

は
ほ
ぼ

在
し

て
い
な
い
の
で
、

者
は
史

を

理
し
、
五
人
の

を

の

時

の

に

っ
て
以

の

う
に

し
て
み
た
。

実

（

）

五
年
（
九
一
五
）

月
二

日

子

六
年
（
九
一
六
）
五
月
二

三
日

善
子
（
３
）

六
年
（
九
一
六
）

月
二

二
日

明

（

）

六
年
（
九
一
六
）

一
月
二

七
日

実

（

）

二

年
（
九
二
〇
）
以
前

『

』
（

）

と
『

』
（

）

で
は
、

子
が
時
平
の
長

と
し
て

さ
れ
て
い
る
が
、
『
本

世
紀
』
（
８
）

八
年
（
九
四
五
）

二
月

に
「

九
日

、
（
中

）
、
今
夜
、

五

原

善
子

、

善
子
者
、

太

大

第
一

、

、

」
と
あ
る

う
に
、

明

の

善
子
こ
そ
長

だ
と

さ
れ
て
い
る
。
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注
意
す
べ
き
な
の
は
、
時
平
が

に

九
年
（
九
〇
九
）
四
月
四
日
に
三

九

で

去
（

）

し
て
い
て
、
五

の

は
全
て
時
平

き
後
の
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

を
主
導
し
た
の
は
、

ら
く
時
平
の
長

で
あ
ろ

う
。
『

』
（

）

に

れ
ば
、

は

四
年
（
九
一
四
）
八
月
九

日
に
二

三

で
参

に

し
、

は

四

だ
っ
た
。
あ
ま
り
に
も

く
て
、

も

い
。
同
年
の
八
月
二

五
日
に
、

の

平
は

大

に

し
、

の

と
な
っ
た
。

の
二
人
の

は

く
、

が
参

に

す
る
の
は

平
七
年
（
九
三
七
）
、

が
参

に

す
る
の
は

二

年
（
九
三
九
）
の
こ
と
な
の
で
、

が
実

一

の
家
長
だ
と
想
定
す
る
。

そ
の
ま
ま
で
は
時
平
一

の

が

平
一

に

れ
て
し
ま
う
の
で
、

が

に

を

き

め

う
と
し
て
、

作
し
た
と
考
え
る
。
時
平
一

に

る

関

治
の
再
起

画
の
中
の
最
も
重

な
一

は
、

ら
く

善
子
を

宮

明

に
入
内
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

ら
の
実
力
だ
け

で
は

め
て

難
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
実

す
る
た
め
に
、

が

た

を

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
実

に

が
せ
る
の
は
、

平
一

と
の

関
係
を

く
た
め
と
考
え
、

子
を
宇
多

に
入
内
さ
せ
る
の
も
宇
多

の

を

得
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

子
を
宇
多

に
入
内
さ
せ
る
の
は
、

ら
く

善
子
を

明

に
入
内
さ
せ
る
た
め
の

射
撃
だ
と
考
え
る
。

子
の
入
内
に
関
し
て
、
『

』
（

）

に

子
が

に
入

内
す
る

定
だ
っ
た
が
、

中
に
宇
多

に

わ
れ
た
と
い
う

が
あ
る
。
こ

れ
も
ま
た

を
め

る
後
世
の
説

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

子
が
宇
多

に
入
内
す
る

体
的
な
時

は
不
明
で
あ
る
が
、

子
に
関
す

る
最
も

い
時

の
史

は
、

六
年
（
九
一
六
）
五
月
二

三
日
の
こ
と

と
あ
る
。
『

宮

』
（

）

時
八
・

事
に
、

六
年
五
月

三
日
、
使

中

、

子

、

子

、
行

日

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

み
に
、
『
日
本
紀

』
（

）

六
年
三
月

に
「
三
日

（
中

）
太

可

五

（
中

）

太

大

原

第
三

手

」
と
あ
る

う
に
、
宇
多

五

の

に
時
平
の
三

が

前
で

を

し
た
と
い
う

事
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
時
平
の
子

た

が

に
宇
多

の

機

を
取
ろ
う
と
す
る
行
動
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
宇

多

五

の

を
き
っ
か
け
に
、

子
は
宇
多

に
入
内
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
大
日
本
史

』
（

）

に
見
ら
れ
る

子
関

の
史

は
、
全
て
宇
多

と
関

し
て
い
る
。

二

年
（
九
二
〇
）
四
月

三
日
、

明

を
出

し
た
。

『

』
（

）

二

年
四
月

に
、
「

三
日
、

、

、

、

」
と
あ
る
。

二

一
年
（
九
二
一
）
三
月
七
日
に
、
宇
多

と

に

日
参

を
し
た
。

『

』
（

）

に
、

六

の

、
か
す
が
に
ま
う
づ
る
と
き
に
、
大
和

房

あ

か
た
ら

て
、
こ
の
く
に
の
な
の
と
こ
ろ
を
、

八

べ
き

し

か
た
ら

に

り
て
二

お
く
る
、

時

一
年
三
月
七
日

と
あ
る

う
に
、
こ
の

の

子
が
「
六

の

」
と

ば
れ
て
お
り
、

に
六

に

す
る

原

に
移

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

原

に
移

す

る
こ
と
に
関
し
て
、
『
大
和
物

』
（

）

六

一

に
、

子

に
、

た

あ
ま
た

し
て
す
み
た
ま

に
、
年

ろ
あ

り
て
、

原

の
い
と
お
も
し
ろ
く
つ
く
ら
れ
た
り
け
る
に
、

の

と

の

を
の
み
し
て
わ
た
ら
せ
た
ま

に
け
り
。
（
後

）

と
あ
る

う
に
、

の
部

だ
け
が

け
ら
れ
た
。
『

』
（

）
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に

れ
ば
、

子

は
「
七

（

）

二

、

平

、

七

（

子
家
）
」
と
あ
り
、

原

は
「
六

小

八

、

大

家
、
後

平

、
（

六

）
本
四

、

六

」
と
あ
り
、

者
の

関
係
は

外
近
い
。

子
に
は
宇

多

の

を

り

め
に
す
る

の

力
が

わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

の

力
は

に
美

な

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
宇
多

の
美

意
識
と

る

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
参

の
同
年
に
、
『

子

合
』
（

）

が

さ
れ
た
。

こ
の

合
は

日
参

の

中
に
大
和

房
が

し
た
果
物
二

に

え
た

に
書
か
れ
た

に
対
す
る

と
い
う
形
の

合
で
あ
る
。
こ
の

『

子

合
』
の
史
的
評

に
つ
い
て
、

谷
朴

（

）

が
、

本

合
が

合
の

史
に

め
る
地

は

る
重
大
で
あ
る
。

の

合
と
し
て
は
、

三
年

子

合
か
ら

内

合
に

る
間
の

一
つ
の
大
き
な
導

と
な
っ
て
い
る
し
、
宮

の

合
が
、
方
人

の
人

的

か
ら
い
っ
て
、

り

性
中
心
の
も
の
に
変
移
し
て

く
過

を
示

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
。（
中

）
こ
の

う
な
新

が
考

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
に
宇
多

の
、
文

の

導
者

も
し
く
は

者
と
し
て
の

性

は
想
像
力
の

か
さ
を
物

る

も
の
で
あ
ろ
う
。

と
説
か
れ
る

う
に
、
宇
多

が
自

の
美
意
識
を
主

す
る
た
め
に

し
た

時
の

の
最

に
あ
る

の

合
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

っ
て
、
そ
の

う
な

合
に

を

さ
れ
た

は
、

時
で
は
「
宇
多

」
の
代

を

め
た

人
だ
と
言
え

う
。

二

一
年

二
月

七
日
、

明

は

を

け
た
。
『
日
本

紀

』

二

一
年
（
九
二
一
）

二
月
に

七
日

「
以
第

明
為

、

者

出
家

後

生

子

、
為
今

子
」
と
あ
る

う
に
、

明

は
宇
多

出
家
後
に
生
ま
れ
た

な
の
で
、

の

子
と
し

て

を

け
た
。
後
の

山

に
も
そ
の

う
な
事
例
が
あ
っ
た
。
今

（

）

に

れ
ば
、

山

が
出
家
後
に

の
子
の
中

と
そ
の

の
平

子
と
の
間
に
そ
れ

れ
昭

と

を

け
た
。
そ
の
二
人
の

子
は

の

子
と
し
て
、

を

け
た
。
こ
う
し
た

の

子
が

を

け
た
事
例
は
、
や
は
り

の

性
に
対
す
る

と

く
関

し
て

い
る
と
考
え
る
。

二

二
年
三
月
二

日
、

明

の
年

を

平

に

ず
る

事

が
あ
る
。
『

』
（

）

二

二
年
三
月

に
「

日
、
自

明

可

平

事
」
と
あ
る
。

長
二
年
（
九
二
四
）
三
月

一
日
に
、
『
日
本
紀

』
に
「

中
六

」
と
い
う

事
が
あ
る
。
『

』
に

れ
ば
、
そ
れ
は

明

を

見

う
た
め
で
あ
る
。
『

』

長
二
年
に
、

三
月

日
、
明
日

行

六

、

大

参
入
、

、

、

不
参
、

一
日
、
行

六

、

、

・

・

、

者
二

今

、

と
あ
る
。
ま
た
、

二
日
、

、

不
参
、

事

者
、

三
日
、

、

不
参
、

二

、

と
あ
る

う
に
、

は

明

の
出

に

り
、
二

に

さ
れ

た
。
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そ
し
て
、

長
三
年
（
九
二
五
）

二
月
九
日
、
行
明

を
出

し
た
。
『

』
に
「
九
日
、

」
と
あ
る
。

長
四
年
生
ま
れ
と
い
う

述
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、

二
月
生
ま
れ
な
の
で
、
年
を
越
え
た
ら
、
す

さ
ま

二

と
な
る
か
ら
、

が

え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『

』
に

れ
ば
、

は

明
・

明
・
行
明
三
人
の

を
出

し
て
い
る
。

明

に
関
し
て
は
、

が
一

見
ら
れ
な
い
の
で
、

く
に

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

明

も

長
七
年
（
九
二
九
）

月
二

三
日
に
、

の

さ
で

去
し
た
。

長
四
年
（
九
二
六
）
九
月
二

八
日
、
宇
多

六

の

が

け
ら
れ
た
。

『
日
本
紀

』
に
「

八
日
、

六

」
と
あ
る
。

『

』
（

）

に
「

長
四
年
九
月

の

六

、

の
み
や
す

の

つ
か
う
ま
つ
り

時
の

の
う
た

一

」
と
い
う

書
を

す

一

の

が
あ
る
。

ま
た
、
『
大
和
物

』
第
三

に
は
、
時
に
参

大

（

）

の

に

六

の

の

品
の

を

す
る
エ

ソ
ー
ド
が
あ
り
、

が

宇
多

六

の

の
た
め
に

力
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
宇
多

に
全
て
を

た

の
人
生
は

せ
な

を

え
な
か
っ
た
。
前
述
し
た

長
七
年
（
九
二
九
）

月
二

三
日
の

明

の

は
そ
の

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

の

ま
り
は
、

平

年

（
九
三
一
）
七
月

九
日
に
、
宇
多

が

六

五
に
し
て

し
た
こ
と
で

あ
る
。

宇
多

前
後
に
関
す
る
史

に
は
、

の
姿
が
多
く
見
ら
れ

る
。

『

』

平

年

（
七
月
）
二
日
、
近
日

重

、

、

、
不
能

参

、
示

（
九
月
）
八
日
、

七
日

、

内

、

和

、

事

『

部

』
（

）

平

年
七
月

日
、

、

時

移

大
内
山

、

部

・

『

部

』
に
あ
る
「

」
は
行
明

で
あ
ろ
う
。

宇
多

の

に

が

ん
だ

が
『
後

』

・
一
四

〇
四
に

さ
れ
て
い
る
。

の

く
な
り
け
る
時
、
に

い
ろ
の
さ
い
で
に
か
き
て
人
に
お

く
り

り
け
る

す
み

め
の
こ
き
も
う
す
き
も
見
る
時
は
か
さ

て
物

か
な
し
か
り
け

る

こ
の

か
ら
、
宇
多

に
対
す
る

い
思
い
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、

の

が
止
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
『

』
に

れ

ば
、
宇
多

と
の
間
に
生
ま
れ
た
行
明

が

二
年
（
九
四
八
）
五
月
二

七
日
に
二

四

の

さ
に
し
て

去
し
た
。
行
明

は
、
『
後

』
に

二

が

さ
れ
て
お
り
、

の

き

子
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

は

が
後
に

和

に
て
出
家
す
る

定
的
な
理
由
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
『
後

』

一
・
一
一
一
九
に
、

の
み
や
す

、

に
な
り
て

う
け
ん
と
て
、

和

に
わ
た
り

て

り
け
れ
ば

あ
つ
み
の
み
こ
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59

と
り
の
み
な
が
め
て
と
し
を

る
さ
と
の
あ
れ
た
る
さ
ま
を
い
か
に
見

る
ら

と
い
う

実

の

が
あ
る
。
『

』
に

れ
ば
、

実

が

四
年
（
九
五
〇
）
二
月
三
日
に

和

に
て
出
家
し
た
の
で
、

の
出

家
は
そ
れ
以

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
生
を

た
主
人
の
宇
多

を

く
し
、

に

が
子
と
も
全

し
、
時
平
一

の
再
起

画
も

明

の

と

善
子

の

の

に

り

し
、

治
の
中
心
も

平
一

に
移
っ

て
し
ま
っ
た
。

世

の

が
も
は
や
何
一
つ

ら
ず
、

は

に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以

の

う
に
、

の
人
生
は

に

さ
れ
て
い
た
。

時
平

の

に

り
、
一

の

の
た
め
に
、
年

い
た
宇
多

に
入
内
さ
せ
ら
れ

た
。

い
、
宇
多

に

さ
れ
て
時
め
き
、

を

め
た

人
と
な
っ
た
。

し
か
し
、

の
宇
多

は

界
し
、
そ
の
間
に

け
た

子
た

も

く

く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

宮
の

の

に

り
、
一
生
を

た
一

の

画
も

に

し
た
。

は

性
と
し
て
、
一
時
的
に

を

め
た
け
れ
ど
も
、

の
野

に

さ
れ
、

・
夫
・

子
に

く

立

た
れ
、
あ
ま
り
に
も
不

な
人
生
だ
っ
た
と
言
え

う
。

 
 

の
『

』
で
の
初
見
は
、

の

を
、

だ

子

に
を
は
し
け
る
時
、

想
し

て
、
九
月
九
日
に

こ
え

け
る

世
に
あ
れ
ば
あ
り
と
言

こ
と
を

の

な
ほ

き

べ
き
心

こ

そ
す
れの

て
後
、

に

み

と
て
、
え

は

を
、
宮
に

け
る

が

み
け
る

さ

く

あ
り
け
る

の
山

に
思

の

る
時
に
は

と
あ
る

う
に
、

が
ま
だ

原

に
移

し
て
お
ら
ず
、

子

に

い
る
時
に

わ
し
た

想
の

で
あ
る
。

宇
多

が

子

に
い
た
時

に
関
し
て
は
、
中
宮

子
が

じ
た

七
年

（
九
〇
七
）
六
月
七
日
（

）

以

だ
と
考
え
ら
れ
、

八
年
（
九
〇
八
）

に

子

が

に

さ
れ
て
い
た
。
『
大
日
本
史

』

の
『

』
に

れ
ば

八
年

に

子

で
前

合
が
行
わ
れ
、

が
演

さ
れ
た
と
い

う
。
宇
多

と
関

す
る

子

に
関
す
る
最
後
の

事
は
、
『
日
本
紀

』

七
年

月

の
「

四
日
甲

、

子

太

」
と
あ
る

事
で
あ
る
。

宇
多

の

原

と
関

す
る
最
も

い

は
、
『
日
本
紀

』

七

年
（
九
一
七
）

月
六
日

に
「
太

原

大

言

七
旬

、

」
と
あ
る
。

原

に
移

し
た
後
の
最
も

い

は
、
『

』

八
（
九
一
八
）
年

二
月

に
「
九
日
、
参
六

、

事

」
と
あ
る
。

原

の

の
主
の

の

去
に
つ
い
て
、

に

れ
ば

八
年
（
九
一
八
）
六
月
二

九
日
と
な
る
の
で
、
宇
多

が

原

を
入

手
し
た
の
は
そ
の
後
の
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
宇
多

が

原

に
移

す
る
と

に
、

も

原

に
移
し
た
で
あ
ろ
う
。
『
大
和
物

』
に

れ
ば
、

原

に
は

一
人
の
部

し
か

け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
時

間
が

し

っ
て
い
た
こ
と
も
一
つ
の
原

だ
と
思
う
。
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以

の

う
に
、

が

子

に
い
た
時

は
、
主
に

さ
れ
た

六
年
（
九
一
六
）
か
ら

八
年
（
九
一
八
）
ま
で
の

間
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

『

』
三

五

書
に
「
九
月
九
日
」
と
い
う
明

な
日

が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
九
月
九
日
は
重

の

で
、
『

宮

』

に

れ
ば
、
こ
の
日
に
内

に
お
い
て
九
日

が
行
わ
れ
る
。

も
出

す
る

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
自
然

な
ど
の

事

に

り

が
中
止
さ
れ
た
と
し
て
も
、

に
お
い
て

を

す
る

（

）

が
あ

る
。
つ
ま
り
、
九
月
九
日
は

に
と
っ
て

に

し
い
一
日
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

論
、

子

に
お
い
て
も
、
宇
多

後
宮
の

性
た

が

の

や

を

な
ど
の
行
事
を

す
は
ず
な
の
で
、
人
目
に
立
つ
時
だ
と
思
わ
れ

る
。
以

の
二

を

ま
え
れ
ば
、
九
月
九
日

日
に

想
の

を

み
、

者

を

し
て
、

の
も
と
に

を

け
る
の
は

難
の

だ
と

で

き
る
。
そ
れ
を

し

る
た
め
に
は
、

な

画
が

と
な
る
の
で
あ
ろ

う
。
ま
ず

を
事
前
に
作
り
、
そ
し
て

で
き
る

者
に

す
る

が
あ

る
。

で
き
る

者
と
は

ら
く
三

六

者
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の

者
も
ま
た

子

の
内
部
に

で
き
る

イ
プ
を

っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
九
月
九
日
と
い
う
人
目
を

く
日
に
、

が

子

に

込
ん
で
、

イ
プ
役
に

を

し
て
、
そ
し
て

イ
プ
役
が

を

の
手
に

け

る
と
い
う
の
は
、

論
、

が
宇
多

に

知
す
る
か
ど
う
か
も
事
前

に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
と
に
か
く

難

ま
り
な
い
こ
と
だ
と
想

像
で
き
る
。
そ
れ
で
も
、

に
こ
の
日
を

っ
て
、
人

の
注
目
が
重

の
行
事

に

ま
る

に
、

行
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
以

の
こ
と
が
実

行
わ
れ
た
な
ら

ば
、

ま
で

画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

に

行
す
る

気
も

で

あ
る
。
三

五

は

の
「

想
」
と

心
を
最
大

に

し
た

も
の
と
考
え
る
。

し
か
し
、
三

六

書
の
「

の

」
に

れ
ば
、
二
人
の

瀬
は

の
日
の
こ
と
と
な
る

う
で
あ
る
。

の
日
に
も

子

に

込

が
あ
り
、
し
か
も
今
回
は

自
ら
潜
入
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、

子

は
宇
多

が

に
な
り
、

つ

が

い
日
が

に
あ
っ
た
の
だ
と
考
え

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
九
月
九
日
に

想

を
送
る
の
は

に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
「

の

」
が

ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
、

は
重

の

日
に

定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

か
ら
初

に
か
け
て

ま
れ
て
い
る
。

に

想
し
た
こ
と
は

ら
く
事
実
で
、

の
大

な
性

か
ら

子

に
い
る

に

を
送
る
と
い
う
行
動
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
三

五

書
の
「
九
月
九
日
」
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も

合
の

い
日

と
な
っ
て
お
り
、
虚

性
が
あ
る
と

わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

者
が

に

ま
れ
た
「

の

」
に
重

の

を

想
さ
せ

う
と
、
「
九
月
九

日
」
と
い
う
日

を

定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
「
九
月
九
日
」
と
い
う
日

に
関
し
て
は
虚

の

が
あ
る
も
の
の
、

子

で
の

は

全
な
虚

だ
と
は

定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
「

の

」
を
し
、

と
の

瀬
が

し
た
。

か
ら

は
ず
れ
た

を
込
め
た

を

ら
れ
、
一

で
も

し
て
み

た
い
と
い
う

心
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
宇
多

は

に
五

を
過
ぎ

て
い
た
の
で
、

性
的

力
に
お
い
て
は
、

い

に

る
と
考
え
る
。

ま
た
、
後
に
宇
多

の

を

し
た
こ
と
か
ら
、
『

物

』
の

の

う
に
、

子

に

宇
多

の
後
宮

性
た

に

ま
れ
て
い
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
、
つ
い
に

に
心
を

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
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う
。し

か
し
、
そ
の

瀬
は
あ
く
ま
で
「

の

」
な
の
で
あ
り
、
ま
さ
に

に

近
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「

に

み

」
と
あ
る

う
に
、
さ
す
が
に
宇
多

に

っ
て
い
る
。
類

す
る
事
例
が
『
後

』

・
一
〇
二
に
も
あ
る
。

の
み
こ

の

す
め
に
す
み

り
け
る
を
、

の
め
し

て
か
の

に
さ

ら

け
れ
ば
、
え
あ

こ
と
も

ら
ざ
り
け
れ
ば
、

あ
く
る
年
の

さ
く
ら
の
え
だ
に
さ
し
て
か
の
ざ
う
し
に
さ
し
お
か

せ

り
け
る

も
と

し
の
み
こ

の

は

な
が
ら
に
見
し
人
の
心
の
み
こ
そ
う
つ
ろ

に
け
れ

の

が
宇
多

に

さ
れ
て
、

え
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
や

は
り
、

に
と
っ
て
、
宇
多

は

の

で
あ
る
。
そ
ん
な

に

っ
て

に

を

し
た

の

子
を
見
て
、

に

え
る

が
三

六

を

ん
だ
。

と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
『

全
注

』
（

）

に

れ
ば
、
『

』
に

の

長

の
長

（

種
）
の

が
、

と

さ
れ
て
い
る
。

は

五

越
中

で
あ
る
。

和

と
し
て
、

の

に
あ
た
る
の
で
、

内
と
し
て

え
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

の

種
に
つ
い
て
、
『
大
和
物

』
七
六

・
七
七

・
一
一
七

に

場
し
、

宮

子
内

と
の

が
見
ら
れ
、

な

み
で
あ
る
。
三

六

書
に
明

し
た

の

は
、

ら
く
そ
の

み
の

種
を

さ
せ
る
た
め
の

け
と
な
っ
て
い
る
。
三

六

の
「

」
は

種
の
子

の

で
あ
る
可
能
性
が

い
と
考
え
る
。

が

に

す
る
心
は

く

か
る
。

は

き

っ

い
人
で
、

性
と
の
関
係
が
長
く

続
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

と
の

は
、

し

り
が
多
く
、
あ
ま
り
に
も

難
で
は
あ
る
が
、

に
そ

の

性
が

の

心
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

め
て

難
、

つ

危

な

瀬
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

を
過
大
に

識
し
、

心
を

ら
せ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ

、
実

の

、

と

の

瀬
の
回

は

め
て

な
い
と
考
え
る
。

も
っ
と
も
、
三

五

書
の
「

の

を
、

だ

子

に
を
は

し
け
る
時
」
は

に

の

を

原

で
は
な
く

子

に

定
し
て
い

る
。

っ
て
、
二
人
の

は

が

子

に
い
た

六
年
（
九

一
六
）

八
年
（
九
一
八
）
の

間
だ
か
ら
こ
そ
起
き
え
た
こ
と
で
、

原

に
移
っ
て
か
ら
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

 
 

『

』
に
は
、

子
内

と

し
た

初
に
お
け
る

と
の

が
あ
る
。

同
じ

中
に
ま
だ
し
く
お
は
し
け
る
時
、
こ
の
宮
に
お
は
し

め

て
ま
た
の
日
、

の
宮
す

の
お

に

り

け
る

い
と
ど
し
く

れ
こ
そ
ま
さ
れ

坂
の
関

ま
ど

し
て

宮
す

の

し

ま
こ
と
に
や

れ
け
り
や
と
て

こ
こ
に
来
た
ら
ば
問

て

ら

は
せ

け
る

文
ど
も
、
今
は

し

れ

と
て
、

宮
す
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れ
ば
を
し

ら

ば
人
に
見
え

べ
し
な
く
な
く
も
な
ほ

す
ま

さ
れ
り

六

四

書
が
示
す

う
に
、

時
の

は

と

を

し
、
そ
の
同
じ

に

子
内

に
も

い
は
じ
め
、
そ
の
初
夜
の

日

に
、

に

を

っ
た
と
い
う
。

子
内

と

す
る
時

は

二

年
（
九
二
〇
）
以
前
（

）

の
こ
と
だ
と

定
さ
れ
、
し
か
も

子
内

の
生
年
、

四
年
（
九
〇
四
）

六
年
（
九
〇
六
）
（

）

を
考

す
れ
ば
、

時
は

年
代
後

だ
と

で
き
る
。
前
章
で
述
べ
た

う
に
、

と
の

は
主
に

子

で
行
わ
れ
、

が

子

に
い
る
時

に
つ
い
て
、

六
年
（
九
一
六
）

八
年
（
九
一
八
）
と
い
う

間
だ
と

さ
れ
て
い
る
の
で
、
時

的
に
は

み
合
う
。

（

）

は
、

は

二

年
か
ら

長
三
年
の
間
に
三
人
の

子
を

ん
だ
と

思
わ
れ
る
。
宇
多

の

を

け
、

妊
・
出

が
続
い
た
ば
か
り
か
、

日
社
参

・

合
・

・

年

・

自

の

と

い
っ
た

り
の
知
ら
れ
る
こ
の
間
に
、

と

と
の

が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

と
の
理
由
か
ら
、

〈

子
内

と

し
た

〉
に

と

の

が
あ
っ

た
と
す
る
家

の

述

に

は
事
実
に

く
と
す
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。

と
言
わ
れ
、

子
内

と

し
た

初
の

と
の

は
虚

だ

と
主

し
て
い
る
。
し
か
し
、

は

子
内

の
生
年
を

六
年

（
九
〇
六
）

九
年
（
九
〇
九
）
と

し
、

時

も
「

年
か

ら

長
初
年
に
か
け
て
」
と
想
定
し
た
の
で
、

の
時

を
「

二

年
か
ら

長
三
年
」
と

し
た
と
考
え
る
。

六

四

の
内

を
見
れ
ば
、

が

の

に

わ
な
か

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

に

っ
た
と

魔
化
し
、
ま
た

れ
た
い
と

か
ま
し

く
言
っ
て
い
る
。

稿
（

）

で
論
じ
た

う
に
、

子
内

は

野
に

な
田

な
の
で
、
や
は
り

代
の

で
あ
る

の
方
を

し
く

思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

六

五

の

の

を
見
れ
ば
、

の
言
い
訳
を

全

に

し
た
が
、
「
こ
こ
に
来
た
ら
ば
問

て

ら

」
と
い
う

か
ら
、

を

め
な
が
ら
も

っ
て
い
る
意
向
が
読
み
取
れ
る
の
で
、
こ
の

に
対

す
る

の
本
気

も

え
る
。

宇
多

の

り
を

う
危

を

し
て
ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
九
月
九
日
に

子

に
い
る

に

を

る
の
だ
か
ら
、

の
心
を
射
止
め
た
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

の

の
本
性
は

変
わ
ら
ず
で
、

し
は

じ
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ん
と

子
内

と

し
た
。

と
し
て
の
プ

ラ
イ
ド
か
ら
も

論

し
が
た
く
、

は

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
六

六

の

う
に
、
前
か
ら
の
手

を
全
て

し
、

を

し
入
れ
た
の
だ
と
考
え
る
。

が

と
の

を

意
し
た
理
由
に
関
し
て
、

論

面
に
お
い
て
、

気
性
の

に
対
す
る

が
考
え
ら
れ
る
が
、

心

な
の
は
、

は
時
平
一

の

の
た
め
に
宇
多

に
入
内
し
た
の
で

あ
っ
て
、
言
い

え
れ
ば
、

治

力
と

き

え
る
人

の

う
な
も
の
で
、

が
発

し
た
ら
、

人
だ
け
で
は
な
く
、
時
平
一

に
大
き
な

を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
。

の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
宇
多

を

る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

と
の

は
あ
く
ま
で

さ

え
の
一
時
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の
気
の

い
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意

で
、

に
は
実
に

原

家
の
出

者
に

し
い

実
主
義
者
の
一
面
が
あ
る
と
思
う
。

な
が

ら
、

と
の

は

し

れ
ず

見
し
て
、

の
人
生
最
大

の

と
し
て
、
今
日
ま
で

え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

 
 

『

』
一
二
〇

「
わ

れ
ば
」
の

は
前
述
の

り
、
『

人
一

』
に

さ
れ
た

で
、

の
代

作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
と
出
で
き
て
後
、
宮
す

に

わ

れ
ば
今
は
た
同
じ
難

な
る
み
を
つ
く
し
て
も
あ
は
ん
と

思

『
後

』
で
の

と
ほ
ぼ
一

し
て
お
り
、

が
な
く

に
家

に

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
後

』
に

る

だ
と
、
『

全

注

』
（

）

も

し
た
。
『

』
と
『
後

』
に

接
な
関
係
が

あ
る
こ
と
は
証
明
で
き
な
い
が
、
『
後

』
に
あ
る

が
あ
ま
り
に
も

な
の
で
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
『

』
に
採

さ
れ
た
と
考
え
る
。

さ
て
、

が

ま
れ
た
時
に

と
の

が

見
し
た
と
い

う
。
前
述
の

う
に
、

と
の

は
主
に

が

子

に

い
た
時
の
こ
と
で
、

の

見
も
そ
の
時
の
出
来
事
で
あ
ろ
う
。
時
間

を
考

え
れ
ば
、
六

六

の

文

の
後
の
こ
と
だ
と

さ
れ
る
。
そ
の
こ
と

に

り
、

が

原

に
移
さ
れ
る
こ
と
が

定

り

ま
り
、

の
間
に
一
人
で
移
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

に
関
す
る
史

に
は
、

の

見
の
こ
と
は
一

見

た
ら
な

い
。
し
か
し
、

で
あ
る
『
後

』
が

の
人
生
の
一
大
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
を

い
た
。

に
と
っ
て
は
、
大
変
不

な
こ
と
だ
と
思

わ
れ
る
。
『
後

』
に

入
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。

一

（

）

に

れ
ば
、
『
後

』
の

は

五
年
（
九
五

一
）

月
で
、

時

は

九
年
（
九
五
五
）

月

二
年
（
九
五
八
）

月
だ
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時

で
は
、

は

に

去
し
、

も

に
入
っ
て
い
た
。

な
宇
多

と
は
言
え
、
あ
く
ま
で

も
過
去
の

で
、

年
間
に
は

と
い
う
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
も
禁

に
は
な
ら

な
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
時
に

の

治
を
牛

っ
て
い
る
の
が

平

一

な
の
で
、
時
平
の

の

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
世
に
知
ら
れ
る
の

も

合
の

い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

が

見
し
た
後
の

に
関
す
る

は
な
い
。

は

の

な
の
で
、
多

接
的
な

は
う
け
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

に
関
し
て
は
、
宇
多

の

も
あ
っ
て
、

原

に
一
人
で
移
さ
れ
、

重
に

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
実

的
な

は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

り
も

の
方
が
危
う
い
立
場
に
立
つ
こ
と
は
間

い
な
い
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

は

を

に
送
り
、

の

心
を

明
け
、
ま
だ

い
た
い
と

し
出
た
。

に
は

ま
じ
い

が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
あ
ま
り
に
も
一
方
的
で
、

の
立
場
や
気

に
対
す
る

が
全
く
見
え
な
い
。
「

」
の
も
、
「

を

く
」
す
の
も
、

「
あ
は
ん
と

思

」
の
も
、

側
の

と

に
過
ぎ
ず
、

に

し

け
る

う
に

し
て
い
る
。
自

手
で
思
い

り
が

り
な

い
と
思
う
。
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『

』
に
は
、

に
関
す
る

が
そ
の

に
三

あ
り
、

そ
れ
ら
の

を

読
す
る
こ
と
に

り
、

と

の

の

過
を

り
リ
ア
ル
に
思
い

け
る
。

の
宮
す

く

に
あ

で
こ
そ

れ

の

あ
だ
に

る

が

と
な
み

そ思

て

こ
と

に

く
な
り

な
り

く
ば
か
り

き
事
せ
じ

ま
た
、

子

り

時

は
な
か

し
づ
く
に

れ

と
や

が
思

人
の

の

そ
な
る

一
五
三

の

の

は
、
自

が
世
間
の
目
に

え
ら
れ
な
い
か
ら

関
係
を
終
わ
り
に
す
る
の
で
、
い
い

な
気

で
い
た

だ
と
思
わ
な
い
で

ほ
し
い
と
い
う
。
こ
の

が

ま
れ
た
時

は
、

が

と

し
は
じ
め
て
か
ら

し

っ
て
か
ら
、
や
は
り
世
間
の

力
を

じ
て

え
た

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の

は

を

し
出
て
い
る
が
、
き

ん
と

的

な
理
由
を
述
べ
、
そ
し
て
自

が
い
い

な

で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
の

で
、

手
に
と
っ
て
も
自

に
と
っ
て
も
体
面
を

て
る

で
あ
り
、

の
教

と
気
品
の

さ
が

み
出
し
て
い
る
。

一
六
六

で
は
、

は
、

の

な
「
思

」
と
い
う

言

が
、
全
く

意
の
な
い
も
の
に
な
り
、
こ
の

う
な
自

だ
け
が

つ
く

い
関
係
は
も
う

た
な
い
と
い
う
。
こ
の

が

ま
れ
た
時
は
、

に

局
間
近

で
あ
ろ
う
。

の
「
思

」
と
い
っ
た
言

に
対
し
て
、

は

全
く

し
な
く
な
っ
て
、

の

で
は

の
あ
り
の
ま
ま
に

を

く

難
し
て
い
る
。
こ
の

は

の

の

と

い
、

に

対
す
る

が
一

な
く
て
、
た
だ
重

て

ら
れ
た

を

え
て
い
る
。

こ
れ
こ
そ
は

の

と
し
て
の

の

で
あ
り
、
関
係
が
か
な
り

ま
っ
た

で

の
本
性
を

し
て
、

し
た
か
ら
、

前
を

え

ず
に
言
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

か
ら
は
、

者
の
関
係
が

い

に
進

行
し
て
お
り
、
そ
し
て
、

の

気
性
の

ど
さ
も
想
像
さ
れ
る
。

一
六
七

は
、
一
六
六

を
う
け
て
、

が

に

子

の

を

し
た

に

え
た
物

で
あ
る
。

の

で
は
、

が
自

を

の

に

れ
る

に

え
、
す
な
わ

に

く
と
い
う
。
そ
の
原

は
、

の

に
あ
る
「

が
思

人
の

の

そ
な
る
」
と
い
う
、

人
が

れ
た
場

に
い
る
か
ら
と
い
う
。

に

た
一
六
六

を

け
取
り
、
な
お
自

の

気
性
と
い
う
本

の
問
題
を
避
け
て
、

に
一
六
六

で
い
う
「
思

」

を

し
く

す
る
と
は
、
さ
す
が
に

り
な
い

で
あ
る
。

の

に

れ

ば
、

は

に

か
ら

れ
た

に
行
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、

原

に
行
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

以

の
三

の

は
、
『

』
に
し
か

さ
れ
て
い
な
い
。

と

の

関
係
に
関
し
は
、
本
家

の

者
が
い
か
に
も
関
心

を

せ
て
い
る
こ
と
が

か
る
。

 と

の

は

で
あ
る
が
、
そ
の
実

は
ほ
と
ん
ど
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明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、

の
実

に
つ
い
て

っ
て
み
た
。
虚

で
あ
る
と
い
っ
た

行
研
究
も
あ
る
が
、
史
実
で
あ
る
可
能
性
は

あ
る
と

考
え
る
。
た
だ

な
「
わ

れ
ば
」
の

か
ら

想
す
る
ど
ろ
ど
ろ
の

で
は
な
く
、

い

の

だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
に
考

し
た

う
に
、

は
時
平
一

の

の
た
め
に
全
て
を
宇
多

に

た
人
で
、
「
い

み
じ
き

み
」

の
人
生
の

と
は
あ
ま
り
に
も

れ
な
い
の

で
、
そ
の

は

し
て

す
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ

の

定
め
ら
れ
た

し
い
人
生
の
中
で
、
自
由

放
な

と
の

は
、
一

時
の

め
に
な
っ
た
と

せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

は

め
て

気
気

な
人
で
、
そ
の
意

で
、
ま
た

の

の
一
つ
に

え
ら
れ
て
し
ま

う

で
あ
ろ
う
。
『

』
で
見
ら
れ
る

の

は
、
大
体

の

気
性
を

め
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も

を
本
気
に

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

み
に
変
わ
り
、

に

め
た
の
だ
と

す
る
。
実

、

の

作
は
、
『
後

』
に
あ
る
宇
多

を

す
る

以
外
、
ほ

ぼ
全
て
『

』
に

さ
れ
て
い
る
。

に
対
し
て

な

を

い
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

の

を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

実
主
義
者

と
は
い
え
、

も

す
る
に

な
の
で
あ
る
。

『

』
が

と
の

の
内

を
採

し
た
の
は
、
や
は

り
宮

房
社

に
お
い
て
い
か
に
も

題
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
三

五

に
「
九
月
九
日
」
と
い
う

体
的
な
日

が
書
か
れ
て
、
三

六

に
「

」
と
い
う

者

を

し
、
六

四

を

子
内

と
の

初
の

と
し
、
六

六

で
『
後

』
で
の

を

す
る
な
ど
、

に

夫
が

さ
れ
て
い
る
。

者
は
や
は
り

と
の

を
本
家

の

イ

ラ
イ
ト
と
し
て

し
た
と
考
え
、
そ
の

を
評

し
た
い
。

本
稿
に
お
い
て
、
『

』
の
本
文
は
『

家
時

書

平

家

二
』
（

日
新

出
版
、
二
〇
〇
八
年
）

の

家
時

文

本
を

本
と
し
、

を

え
た
も
の
で
あ
る
。

本
に
な
い
和

を
、

『

谷
大
学
善
本

書

八

四

人

二
』
（
思
文

出
版
、
一
九
九
八
年
）

の

谷
大
学

文

四

人

本
に

り

っ
た
。

の

は
、

、
『
新

大

』
の

と
一

さ
せ
た
。

本
稿
に
お
い
て

し
た
和

は
、

に

ら
な
い
場
合
は
『
新

大

』

に

り
、
そ
れ
以
外
は
、
そ
の

本
の

を
明

し
た
。
『
後

和

』
の

は

福
本
の
一
四
二
五

に

ず
る
。

人
物
の
年

に
関
し
て
は
、
全
て

え

と
な
る
。

 

（

）

「

の
虚

に

れ
な
が
ら
」
（
『

文
学
』

、
一
九
九
三
年
三
月
）
。

（

）
実

の
生
年
は
、
『

』
の
「

年
五

七

二

」
に

り
、

三
年
（
九
〇
〇
）
。

の

は
、
『
日
本
紀

』

五
年

月

に
「

日

、

大

原

」
と
あ
る
。

『

』
に
三
人
の

子
（

・

・

）
の

は
全
て
時

平

で
あ
る
。

（
３
）

宮

明

の

の
日
は

六
年
（
九
一
六
）

月
二

二
日
。

宮

に

っ
て
、
時
平
の

善
子
は
入
内
。
『

』
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六
年

二
月

に

の

う
に
あ
る
。

一
日
、
（
中

）
、

宮

夜

大

可

参
入
事
、

参
入
時
可

報
書

（

）
同

六
年

一
月
二

七
日

明

。
『

』
に
長

の

の

は
時
平

。

と

に

し
た
と
考
え
る
。

（

）

実

の

は
『

』
に

れ
ば

七
年
と
な
る
が
、
時

平

の
長

の

が
『

』
の
「

平
三

二

四

年

四

」
に

れ
ば

二

年
生
ま
れ
な
の
で
、

の
時

は

二

年

前
だ
と
考
え
る
。

（

）
『
新

史
大

』
（

五

）
（
吉

文

、
一

九
六
六

一
九
六
七
年
）
。
以

同
じ
。

（

）
『

』
（
全

八

）
（

出
版
、
一
九
七
三

一
九
七
七
年
）
。

以

同
じ
。

（
８
）
『
新

史
大

第
九

本

世
紀
』
（
吉

文

、
一
九

三
三
年
）
。

（

）
『

第
二

』
（

出
版
、
一
九
七
〇
年
）
。
そ
の

の

か
ら
も

で
き
る
。

（

）
『
新

史
大

第
五

三

第
一

』
（
吉

文

、
一
九
三
八
年
）
。

（

）

本
不
美

ほ
か
『
新

日
本

文
学
全

論

』（
小
学

、

二
〇
〇
二
年
）

「

」
。

（

）
『

実

書
第

七
回

宮

第
一
』
（
吉

文

、
一
九
三

一
年
）

（

）
『
新

史
大

第

一

日
本
紀

後

』
（
吉

文

、
一
九
二
九
年
）
。
以

同
じ
。

（

）

大
学
史

『
大
日
本
史

』
デ
ー
タ

ー
ス

（

）
。
以

同
じ
。

（

）

大
学
史

『
大
日
本

』
（

書

、

一
九
五
六
年
）
。

（

）
『
新

大

』
（

書

、
二
〇
〇
三
年
）
に

る
。

（

）

一
ほ
か
『
新

日
本

文
学
全

竹
取
物

・

物

・
大
和
物

・
平
中
物

』
（
小
学

、
一
九
九
四
年
）
。
以

同
じ
。

（

）
『

実

書
第

一
回

禁

考

』
（
吉

文

、

一
九
二
八
年
）
。

（

）
注
（

）
に
同
じ
。

（

）

谷
朴
『

新

平

合
大

第
一

』
（
同

出
版
、

一
九
九
五
年
）
。

（

）
今

『

文
学
研
究

書
８

山

の
生

』
（

社
、

一
九
六
八
年
）
。

（

）『

史

大

第
一

代

』（

書

、
一
九
六
五
年
）
。

（

）
注
（

）
に
同
じ
。

（

）
注
（

）
に
同
じ
。

（

）
『
史

部

』
（
続

書
類

、
一
九
七
四
年
）
。

以

同
じ
。

（

）
注
（

）
に
同
じ
。

（

）
『

宮

』
九
月

九
日

三
年
、

、

、

見
参
、

、
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、

、

部

、

七

（

）

一
・
関

家

研
究

『
和

文
学
注

書

全
注

』
（
新

社
、
二
〇
〇
六
年
）
。

（

）
『

』
六

二

宮
す

の

も
と
に
、

の
ほ
こ
ろ

に

れ

り
け
れ
ば
、
宮
す

し
け
る
人

と
思

に
は

な
ら

て
め
で
た
き

に

れ
ば
、

は

子
内

と

後
、

の

子

に

の

を

し
た
。
『

』

二

年
六
月

「

七
日
、

大

中

」
に

れ
ば
、

子

は

二

年
（
九
二
〇
）

に

去
。

っ
て
、

と

子
内

は

二

年
以
前
に

し
た
と

し
た
。

（

）
『

』
に

れ
ば
、

第
七

子
内

の
生
年
は

四
年
（
九
〇
四
）
。

第
九

子
内

の
生
年
は
『
一

代

』
の
「

一
年

一
月
八
日
為
内

年
六

」
に

る
と

六
年
（
九
〇
六
）
。

っ
て
、

第
八

子
内

の

生
年
を

四
年
（
九
〇
四
）

六
年
（
九
〇
六
）
と

定
し
た
。

（

）
注
（

）
に
同
じ
。

（

）
『

と

子
内

と
い
う

な
夫

『

』

か
ら
の

』
（
『

文
学

』
二
四
八

、
二
〇
二
〇
年

二
月
）
。

（

）
注
（

）
に
同
じ
。

（

）

一
『
新
日
本

文
学
大

後

和

』
（

書

、

一
九
九
〇
年
）
。

本
稿
と
関

す
る
内

と
し
て
、
「
一

の

と
い
う

性

『

』
・
『
大
和
物

』
か
ら
の

」
と
い
う
論
文
を
発

す
る

定
で
あ

る
。

（
こ

う

う
、

島
大
学
大
学

人
間
社

学
研
究

後

在
学
）
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